
 

 

Past Brush: 過去を追体験するために現実世界を塗り替えるブラシ 
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概要．代替現実感により，現実世界を仮想世界にすり替え，現実には起こり得ない現象をあたかも実

際に起きているかのように提示することができる．本研究では，実空間で同じ場所の過去の映像を，

体験者の任意の方向に対し境界線を描かず部分的に表示することで，現実に起きていると錯覚させつ

つ，能動的に過去を追体験できるシステム Past Brushを提案する．実空間を過去に塗り替える行為に
は過去と現在が繋がっているかのような一体感があり，過去の映像をただの映像ではなく自分の体験

として記憶することができる． 
 

1 はじめに 
本研究では，自分のいない間に撮影された過去の

全天球映像を現実に起きていると錯覚させ過去を追

体験させることを目的とする．代替現実とは現実世

界と仮想世界をすり替え，体験者に仮想世界を「い

ま・ここ」で起きていると錯覚させる技術である．

藤井らはHMDを装着した体験者にライブ映像と過
去の映像を切り替えて提示することで，過去の映像

を現実に起きていると錯覚させる代替現実システム

を提案した[1]．これにより体験者は過去の映像を自
分の体験として記憶することが可能である．しかし，

映像提示は受動的であり，体験者は見たい過去に直

接アクセスすることができない．このような時間変

化を伴う視覚表現の情報理解においては，体験者の

インタラクションを支援し能動的閲覧を可能にする

ことが必要である．高嶋らは動画の一部分の切り出

し表示や早送りといった，映像に対する時間的・空

間的インタラクションを可能にすることで能動的閲

覧を支援するシステム TbVP（Time-based Visual 
Presentation）を提案した[2]．過去の映像を追体験
する環境においても，この能動的閲覧を可能にする

ことは情報理解のために有用であると考えられる． 
能動的に過去を閲覧する方法として，過去を部分

的に表示する研究が行われてきた．大島らは PCの
ディスプレイの状態を常に記録し，マウスカーソル

で囲んだ位置に対して数分前のディスプレイの状態

を表示することで，直前に行った作業の内容を確認

しながら現在の作業を行える Rewind-ow システム
を提案した[3]．これにより，直前に入力したパスワ
ードや Twitterのタイムライン上で流れてしまった
ツイートを把握できるようになった．このシステム

ではマウスカーソルを回転させる動作により，過去

の閲覧時間の指定ができ，過去の状態を半透明表示

にすることで，過去と現在の状態を重ね合わせなが

ら変更した場所を探索することができる．また，現

実世界で過去を部分的に表示する研究として，佐藤

らはスマートフォンの GPS データと端末のカメラ
からユーザの位置を推定し，同じ場所の過去の全方

位画像を端末に提示するシステムを提案している

[4]．ユーザの向いた方向に対して，端末に表示する
全天球画像の切り出し領域が変化するため，ユーザ

は同じ場所の過去の景色を観察できる．ただし，こ

れらの研究では過去と現実は「窓」のような概念で

隔てられており，過去の出来事が現実に起きている

感覚を起こすことはない． 
一方，Diminished Realityの分野では，背景に透
明化・擬態化する研究や，物を視覚的に見えなくす

る研究が行われている[5]．また，Alvaroらは映像が
投影されたスクリーンを変形させることで映像の一

部分を進めたり，巻き戻したりできる Khronos 
projectorを提案した[6]．これらの研究では，視覚的
に変化のあった部分との境界線を描かないことによ

り，現実と非現実の境目を曖昧にする． 
本研究では，実空間で同じ場所の過去の映像を，

体験者の任意の方向に対し境界線を描かず部分的に

表示することで，現実に起きていると錯覚させつつ，

能動的に過去を追体験できるシステム Past Brush
を提案する． 

 
2 提案システム 
2.1 概要 
システムのイメージを図 1に示す．HMDを装着
した体験者には全天球カメラから取得したライブ映

像が見えている．体験者がコントローラを向け，ト
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リガーボタンを引いた箇所に対し，システムは同じ

場所の過去の映像を提示する．表示した部分の過去

の映像は保持されるため，体験者は実世界を過去に

塗り替えるように過去の映像を閲覧することができ

る．また，コントローラのスティックを上下させる

ことで塗り替える範囲の大きさを変えることができ，

コントローラのAボタンを押すことで塗り替えた過
去をリセットすることができる．なお，図 1では体
験者が過去に塗り替える様子をわかりやすくするた

め画像加工を施しているが，実際には提示する映像

に対して加工や編集は行っていない． 
2.2 実装 
全天球カメラは THETA Vを使用し，体験者の目
線の高さに合わせ設置している．なお，過去の映像

を収録する際とライブ映像を取得する際とでカメラ

の位置は動かさないものとする．HMDには Oculus 
Rift S を用いた．解像度は片目あたり 1280×1440 
pixels，リフレッシュレートは 80 Hz，視野角は 110
度である．また，ソフトウェアは Touch Designerを
用いた．システムでは，体験者がコントローラで指

定した範囲に対してマスク画像を生成し，過去の映

像を切り取り，それをライブ映像に合成したものを

体験者に提示している．なお，過去の映像はシステ

ムの起動と同時に再生される． 
 

3 議論と展望 
能動的に，部分的に，境界線を描かず実空間を過

去に塗り替える行為には過去と現在が繋がっている

かのような一体感があり，体験者は自ら塗り替えた

過去と現実を区別することができなくなっていく．

これにより体験者は自分のいない間に撮影された過

去の全天球映像をただの映像としてではなく，目の

前で起きた自分の体験であると錯覚する． 
今後は，体験者が過去の状態からどんな変化があ

ったか探索するための機能拡張を検討している．現

在のシステムでは具体的にどの部分に過去との違い

があるのかを見分けるのが難しいため，過去との差

分を発光処理によって可視化することで体験者が過

去を表示する場所を明確化できると考えている． 
また，現在のシステムでは表示できる過去の映像

は一つに限られているが，複数の映像を提示できる

ようにすることで，あらゆる時間軸を混在させるこ

とができると考えている． 
さらに，過去の映像に対し早送りや逆再生をする

ことで，体験者は実空間を操作する感覚が生み出せ

るのではないかと考えている．ただし，従来の時間

操作インタフェースでは過去との一体感が損なわれ

ると考えられる． 
今後は，これらの機能を実装し，一体感が損なわ

れないようなインタフェースについて検討していき

たい． 
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図 1．システムのイメージ 


